
明るい 

市川からはじめる 

市川市文化人 
介護福祉士    大石 幸枝 

訪問ヘルパー賃金改善システム 



市川市文化人として・・・ 

４５年余り 
木版画、コラージュアート作家 
 
SDB国際美術賞 各賞受賞 
銀座松屋デパート企画個展６回 
市川文化振興財団主催個展 他 
 

作品表現法はコラージュ、ひょうた
んを使い、世界で二人だけのアート
を創りイノチノミナモトサガシの旅を
テーマにしています 



介護福祉士として・・・ 

• 家族介護歴、介護士・介護福祉士歴１５年 

現在は介護福祉士として週２５人の方を担当す
ると共に、姑94歳、実母89歳も介護しています。 

介護トラブルや人の生と死について、待ったなしの現場で直
面した経験を若い人々に伝えて行く義務を感じています。 



しかし 
現場が多くなる・・訪問介護の矛盾点発見 

↓ 

もっとスムーズに動ける介護システム化不可欠 

↓ 

訪問ヘルパーがなぜいつも少ないのか？ 

 

現場検証し、原点を追求しシステム化を思いつく 



過酷！ 
それは 



低賃金！ 



保証 
なし！ 



結果・・・ 

辞職 
の繰り返し 

生活できずに 

訪問ヘルパーは問題だらけの職業です 

不安定･･･ 



人口比率 
（千葉県全国2番目のスピード高齢化） 

75歳
以上 

75歳～
40歳 

40歳 

～20歳 

75歳以上 

75歳～
40歳 

40歳～
20歳 

でも国の方針は在宅介護中心になり 
訪問ヘルパーの需要はますます不可欠です 

間もなく 

認知症は65歳以上で
462万人、認知症予備

軍も入れると 
4人に1人が認知症 



訪問ヘルパーは体力勝負です！ 

１日の流れ 

オムツ交換と朝食用意、
介助、後片付け 

チャリリン移動30分 

オムツ交換とベッド
から車いすへ乗せる 
着せかえる 

チャリリン移動30分 

雨の日は移動がとて
も大変 

脳梗塞の人と一緒に
歩いてお買いもの 

昼食介助 
とろみ食などもつくる 
オムツ交換 

脳梗塞の方など買い
物介助、お風呂介助 
2時間 

夕方の夜用 
おむつ交換 

ベッド上にて早めの
夕食介助 



ある日突然！訪問ヘルパー失業の時間 

ショートステイへ！ 

急遽入院！ 

頻繁におこります 
１ｹ所 月/３万円 
２ｹ所 月/５万円程度  
減額されることもあります 



時間の
空白 

えっ!! 
入院？ 





現在のシステムは？ 

訪問 

健康観察 

介護業務 

報告書手書き作成 
家族からの押印 

移動 

退室確認 

会社に報告 

報告書は１枚目「事業所」 
      ２枚目「家族」 

手書きで 

自分自身の記録は 
手元に残らない 

改善すべき 

不合理 



新システムは？ 

訪問 

健康観察 

介護業務 

報告書入力 
家族からの押印 

移動 

退室確認 

会社に報告 

電子システム画面に入力 

「実績」はシステムに貯まる 

携帯 
スマホ 
タブレット 
を利用して 

チェック式です 
よって自分自身を守ることに 

※守秘義務は消去されて管理され
るシステム 

貯まっていきます 



介護福祉士 
ホームヘルパー 

訪問介護事業所 

「訪問介護計画書」 
・介護記録のオンライン化 
 家族への情報提供力 
・国保連への請求 

介護サポート 
データセンター 

情報の蓄積 
履歴の活用 

介護した記録を一箇所に集積する 

※個人情報を除く作業履歴 
 

による、求人情報の 
掲載と送信 

 

数社の 



さらなるメリットが生まれ 

• 実績蓄積により若い人も参入多くなる 

• 空白の穴埋めにより給金の安定による 

                   ヘルパーの定着率向上 

• 労働状況のガラス張り化により実績が積み重なるの

で品質が解り向上し、働きがい、生きがいを生む 

• 家族介護もデータに組み込むことで介護しない人は恥ず

かしいシステムになるので家族関係トラブルの解消に 

  結びつく 
 

 



それは発展する 
ソーシャルコミュニティービジネス 

 
 
 
 

 
 

実験と実践 

次世代型訪問介護システムへの移行 
介護の型が変われば医療、看護、リハビリ、介護の輪がスムーズに出来上がります 

市川を高齢化先進都市にする!! 

質の良いホームヘルパーがたくさん生まれる 

イノチノミナモトサガシの旅を皆様と共に・・・・ 


